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Ⅰ　

調
査
の
概
要

　

本
調
査
は
、
就
業
形
態
の
多
様
化
が
進
む

中
で
、
日
本
人
の
働
き
方
の
実
情
を
体
系
的
、

継
続
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
調

査
す
る
定
点
観
測
調
査
と
し
て
設
計
し
た

「
日
本
人
の
就
業
実
態
に
関
す
る
調
査
」
の

第
一
回
目
の
調
査
で
あ
る
。
本
調
査
は
、
基

本
的
、
網
羅
的
に
調
査
す
る
「
基
本
部
分
」

と
時
宜
を
得
た
テ
ー
マ
に
よ
る
「
特
別
テ
ー

マ
部
分
」
と
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。

　
「
基
本
部
分
」
の
内
容
は
、
現
在
の
仕
事
、

就
業
場
所
、
就
業
形
態
、
労
働
時
間
、
賃
金
、

仕
事
に
関
す
る
考
え
方
、能
力
開
発
、職
場
・

労
使
関
係
、
転
職
状
況
、
副
業
、
就
業
意
識
、

働
く
意
欲
、
望
ま
し
い
生
き
方
、
生
活
、
回

答
者
属
性
等
で
あ
る
。

　

今
回
の
特
別
テ
ー
マ
は
「
非
正
規
労
働
者

の
就
労
実
態
」
及
び
「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

の
影
響
」
で
あ
る
。
ま
た
、
特
別
分
析
と
し

て「
ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
別
に
み
た
満
足
度
」

に
つ
い
て
分
析
し
て
お
り
、
特
集
の
別
項
で

そ
れ
ら
結
果
を
紹
介
す
る
。

調
査
対
象
：�

全
国
満
二
〇
歳
以
上
六
五
歳
以

下
の
男
女
か
ら
抽
出
し
た
八
〇

〇
〇
人

抽
出
方
法
：�

住
民
基
本
台
帳
を
ベ
ー
ス
と
し

た
層
化
二
段
階
抽
出

調
査
方
法
：
調
査
員
に
よ
る
訪
問
留
置
調
査

調
査
期
間
：�

二
〇
一
〇
年
二
月
一
八
日
～
三

月
八
日

有
効
回
答
数
：�

五
〇
九
二
人
（
有
効
回
収
率

六
三
・
七
％
）

特
集
いま日本人は
どのように働いているのか
―「日本人の就業実態に関する総合調査」から ―

○就業者の生きがいの順位は、「余暇、趣味」、「家庭」の順で「仕事」は３番目
○正規、派遣社員は「生計の維持」、パート、アルバイトは「生計費の足し」のため働く
○非正規雇用者では 13.8%がいずれの公的制度にも加入していない
○労働組合に加入したい理由は正規では「賃金の維持・改善」、非正規では「雇用の安定」

JILPTが実施した「平成21年度日本人の就業実態に関する総合調査」は、日本人の働き方や働くことについての考え方を
明らかにするため、20歳から65歳までの方々に、就業や生活の現状、意識等について包括的・体系的に聞いたもの。今
号では、この調査結果（速報）を紹介するとともに、非正規雇用とライフステージ別に見た満足度を切り口とした特別集計
の結果も報告する。なお、本調査の結果速報は昨年１２月２８日にプレスリリースされた（詳細はhttp://www.jil.go.jp/
press/documents/20101228.pdf）。
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Ⅱ　

基
本
集
計

１
．
就
業
の
構
造

　

全
回
答
者
に
対
す
る
就
業
者
の
割
合
（
以

下
「
就
業
率
」
と
い
う
）
は
七
六
・
五
％
と

な
っ
て
い
る
。

　

性
別
に
み
る
と
、男
性
の
就
業
率
は
八
七
・

九
％
、
女
性
で
は
六
六
・
五
％
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
年
齢
階
級
別
に
み
る
と

男
性
の
二
〇
代
で
は
七
九
・
一
％
、
三
〇
代

で
は
九
五
・
二
％
、
四
〇
代
で
は
九
五
・
七
％
、

五
〇
代
で
は
九
二
・
二
％
、
六
〇
代
（
六
〇

―
六
五
歳
）
で
は
六
九
・
四
％
、
女
性
の
二

〇
代
で
は
七
二
・
七
％
、
三
〇
代
で
は
六
五
・

四
％
、
四
〇
代
で
は
七
五
・
〇
％
、
五
〇
代

で
は
七
〇
・
五
％
、
六
〇
代
（
六
〇
―
六
五

歳
）
で
は
四
七
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

（
就
業
形
態
別
の
状
況
）

　

就
業
者
を
雇
用
者
と
非
雇
用
者
（
雇
用
者

以
外
の
者
。
以
下
同
様
）
に
分
け
る
と
雇
用

者
八
二
・
五
％
、
非
雇
用
者
一
七
・
五
％
と

な
っ
て
い
る
。
雇
用
者
の
八
二
・
五
％
を
正

規
・
非
正
規
別
に
み
る
と
正
規
四
九
・
八
％
、

非
正
規
三
二
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

就
業
者
を
就
業
形
態
・
雇
用
形
態
に
分
け

て
み
る
と
、「
正
規
の
職
員
・
従
業
員
」
四
九
・

八
％
、「
パ
ー
ト
」
一
六
・
九
％
、「
自
営
業
主
、

自
営
業
」
九
・
二
％
、「
ア
ル
バ
イ
ト
」
五
・

四
％
、「
家
族
従
業
者
」
三
・
八
％
、「
会
社
の

経
営
者
・
役
員
」
三
・
八
％
、「
契
約
社
員
」

三
・
七
％
、「
派
遣
社
員
」
二
・
四
％
、「
嘱
託
」

一
・
八
％
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

（
産
業
別
の
状
況
）

　

就
業
者
の
産
業
別
の
状
況
は
、「
製
造
業
」

一
七
・
四
％
、「
卸
売
業
、
小
売
業
」
一
三
・

七
％
、「
医
療
、
福
祉
」
一
一
・
七
％
、「
建
設

業
」
七
・
九
％
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

（
職
業
別
の
状
況
）

　

就
業
者
の
職
業
別
の
状
況
は
「
事
務
的
職

業
」
一
八
・
九
％
、「
専
門
・
技
術
的
職
業
」

一
八
・
二
％
、「
技
能
工
・
生
産
工
程
に
関
わ

る
職
業
」
一
七
・
〇
％
、「
販
売
的
職
業
」
一

三
・
四
％
、「
サ
ー
ビ
ス
的
職
業
」
一
三
・
〇
％

な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

（
企
業
規
模
別
の
状
況
）

　

就
業
者
の
現
在
働
い
て
い
る
企
業
・
組
織

の
規
模
別
の
状
況
は
「
一
〇
〇
〇
人
以
上
」

一
八
・
一
％
、「
一
～
四
人
」
一
四
・
〇
％
、「
三

〇
～
九
九
人
」
一
二
・
七
％
、「
一
〇
～
二
九

人
」
一
一
・
五
％
、「
一
〇
〇
～
二
九
九
人
」

一
一
・
二
％
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

２　

就
業
者
・
雇
用
者
の
状
況

（
１
）
通
勤
・
労
働
時
間
等
の
状
況

　

ア　

ふ
だ
ん
の
勤
務
の
場
所
等

　

雇
用
者
の
ふ
だ
ん
勤
務
し
て
い
る
場
所
は

「
事
務
所
・
営
業
所
・
店
舗
」（
五
九
・
八
％
）

が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
工
場
・
作
業
所
」

（
一
九
・
四
％
）、「
仕
事
を
す
る
場
所
は
固

定
し
て
い
な
い
（
営
業
な
ど
）」（
七
・
九
％
）

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

イ　

通
勤
―
―
３
０
分
未
満
が
六
割

　

雇
用
者
に
つ
い
て
通
勤
時
間
の
状
況
を
み

る
と
、「
三
〇
分
未
満
」
が
六
〇
・
三
％
で
最

も
多
く
、
次
い
で｢

三
〇
～
六
〇
分
未
満｣

が
二
六
・
三
％
、「
六
〇
～
九
〇
分
未
満
」
が

八
・
七
％
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

雇
用
形
態
別
に
み
る
と
、「
派
遣
社
員
」
以

外
の
雇
用
形
態
で
は
半
数
以
上
が
「
三
〇
分

未
満
」
と
な
っ
て
い
て
、
な
か
で
も
「
パ
ー

ト
」
で
は
八
割
と
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
る

が
、「
派
遣
社
員
」
で
は
「
三
〇
分
未
満
」
は

三
七
・
九
％
、「
三
〇
分
か
ら
六
〇
分
未
満
」

が
二
〇
・
〇
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

地
域
別
に
み
る
と
、
関
東
、
近
畿
以
外
で

は
、
い
ず
れ
の
地
域
で
も
約
七
割
が
「
三
〇

分
未
満
」
と
な
っ
て
い
る
が
、関
東
で
は
「
三

〇
分
未
満
」
が
四
三
・
二
％
、「
三
〇
分
～
六

〇
分
未
満
」
が
三
三
・
〇
％
、「
六
〇
分
～
九

〇
分
未
満
」
が
一
六
・
〇
％
、近
畿
で
は
「
三

〇
分
未
満
」
が
五
五
・
一
％
、「
三
〇
分
～
六

〇
分
未
満
」
が
二
六
・
九
％
、「
六
〇
分
～
九

〇
分
未
満
」
が
一
三
・
〇
％
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。
特
に
関
東
地
域
を
雇
用
形
態
別
に
み

る
と
、「
正
規
の
職
員
・
従
業
員
」
で
は
「
三

〇
分
未
満
」と「
三
〇
分
か
ら
六
〇
分
未
満
」

が
そ
れ
ぞ
れ
三
五
・
〇
％
と
最
も
多
く
、

「
パ
ー
ト
」
で
は
「
三
〇
分
未
満
」
が
六
九
・

三
％
と
最
も
多
い
。

　

ま
た
、「
派
遣
社
員
」、「
契
約
社
員
」
で
は

「
六
〇
分
以
上
」（
二
一
・
三
％
＋
四
・
三
％
、

二
五
・
〇
％
＋
二
・
五
％
＋
二
・
五
％
）
か

け
て
通
勤
し
て
い
る
割
合
が
他
の
雇
用
形
態

に
比
べ
て
高
い
。

　

ウ　

勤
続
年
数
―
平
均
１
２
・
４
年

　

就
業
者
の
現
在
働
い
て
い
る
企
業
・
組
織

（
派
遣
社
員
に
つ
い
て
は
現
在
の
派
遣
先
）

で
の
平
均
勤
続
年
数
は
一
二
・
四
年
（
年
齢

四
四
・
九
歳
。
以
下
同
様
）
と
な
っ
て
い
て
、

雇
用
者
で
は
一
一
・
三
年
（
四
三
・
五
歳
）、

非
雇
用
者
で
は
一
八
・
〇
年
（
五
一
・
二
歳
）

と
な
っ
て
い
る
。
就
業
形
態
別
に
み
る
と
、

長
い
の
は
「
家
族
従
業
員
」
の
一
九
・
〇
年

（
五
二
・
一
歳
）、「
会
社
の
経
営
者
、
役
員
」

の
一
八
・
三
年
（
五
一
・
二
歳
）、「
自
営
業
主
、

自
由
業
」
の
一
八
・
一
年
（
五
一
・
二
歳
）、「
正

規
の
職
員
・
従
業
員
」
の
一
四
・
五
年
（
四

二
・
二
歳
）、「
嘱
託
」
の
一
二
・
七
年
（
五
三
・

六
歳
）
な
ど
で
、
短
い
の
は
「
派
遣
社
員
」

の
三
・
四
年（
四
〇
・
八
歳
）、「
ア
ル
バ
イ
ト
」

の
四
・
〇
年
（
三
六
・
九
歳
）、「
パ
ー
ト
」

の
五
・
九
年
（
四
七
・
九
歳
）
な
ど
と
な
っ

て
い
る
（
第
１
表
）。

　

エ�　

週
の
労
働
日
数
―
５
日
が
３
分
の
２

　

週
の
労
働
日
数
を

み
る
と
、
雇
用
者
で

は
「
五
日
」（
六
二
・

五
％
）
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
六
日
」（
一

八
・
九
％
）、「
四
日
」

（
六
・
〇
％
）、
雇

用
者
以
外
で
は
「
六

日
」（
三
五
・
六
％
）

が
最
も
多
く
、
次
い

で
「
五
日
」（
一
八
・

五
％
）、「
七
日
」（
一

一
・
八
％
）
な
ど
の

順
と
な
っ
て
い
る
。

第１表　勤続年数の状況

 
通算勤続

年数 年齢

平均値 平均値

雇用者・非雇用者

就業者計 12.4 44.9
　雇用者 11.3 43.5
　非雇用者 18.0 51.2
　無回答 - 54.0

非雇用者の
働き方の形態

非雇用者計 18.0 51.2
　会社の経営者、役員 18.3 51.2
　自営業主、自由業 18.1 51.2
　内職 6.7 47.9
　家族従業者 19.0 52.1
　その他の就業者 6.9 39.8
　無回答 15.8 54.8

雇用者の雇用形態

雇用者計 11.3 43.5
　正規の職員・従業員 14.5 42.2
　非正規の職員従業員 6.3 45.6
　　パート 5.9 47.9
　　アルバイト 4.0 36.9
　　派遣社員 3.4 40.8
　　契約社員 7.9 44.7
　　嘱託 12.7 53.6
　　その他の雇用者 10.2 49.0
　無回答 14.9 46.2
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オ　

週
実
労
働
時
間
―
平
均
４
１
・
８
時

間

　

雇
用
者
の
週
実
労
働
時
間
は
平
均
四
一
・

八
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
雇
用
形
態

別
に
み
る
と
「
正
規
の
職
員
・
従
業
員
」
四

九
・
〇
時
間
、「
契
約
社
員
」
四
〇
・
〇
時
間
、

「
嘱
託
」
三
九
・
三
時
間
、「
派
遣
社
員
」
三

七
・
四
時
間
、「
ア
ル
バ
イ
ト
」
二
七
・
四
時

間
、「
パ
ー
ト
」
二
六
・
九
時
間
な
ど
の
順
と

な
っ
て
い
る
。

　

カ　

年
休
取
得
―
２
～
３
割
取
得
が
最
多

　

雇
用
者
に
対
し
て
年
次
有
給
休
暇
の
取
得

状
況
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
正
規
・
非
正
規
別

に
み
る
と
、
正
規
で
は
「
付
与
さ
れ
た
日
数

の
二
～
三
割
く
ら
い
取
得
し
た
」
の
割
合
が

三
九
・
七
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で
「
付
与

さ
れ
た
日
数
の
半
分
く
ら
い
取
得
し
た
」
と

「
付
与
さ
れ
た
年
次
有
給
休
暇
は
あ
っ
た
が

一
日
も
取
得
し
な
か
っ
た
」
が
そ
れ
ぞ
れ
一

五
・
二
％
、「
付
与
さ
れ
た
年
次
有
給
休
暇
は

な
か
っ
た
」が
一
二
・
四
％
な
ど
の
順
と
な
っ

て
い
て
、「
付
与
さ
れ
た
日
数
を
す
べ
て
取
得

し
た
」
は
七
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
非
正
規
で
は
「
付
与
さ
れ
た
年
次
有
給

休
暇
は
な
か
っ
た
」
が
四
三
・
一
％
と
最
も

高
く
、
次
い
で
「「
付
与
さ
れ
た
日
数
を
す

べ
て
取
得
し
た
」
が
一
五
・
七
％
、「
付
与
さ

れ
た
日
数
の
二
～
三
割
く
ら
い
取
得
し
た
」

が
一
三
・
五
％
、「
付
与
さ
れ
た
日
数
の
七
～

八
割
く
ら
い
取
得
し
た
」
が
一
〇
・
〇
％
な

ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

キ　

勤
務
時
間
制
度
―
交
代
制
９
・
５
％
、

フ
レ
ッ
ク
ス
７
・
１
％

　

雇
用
者
の
勤
務
時
間
制
度
を
正
規
・
非
正

規
別
に
み
る
と
、
正
規
で
は
「
通
常
の
勤
務

時
間
制
度
」（
七
一
・
八
％
）
の
割
合
が
最
も

高
く
、
次
い
で
「
交
代
制
」（
九
・
五
％
）、「
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
」（
七
・
一
％
）
な
ど
の
順

第２表　職場のこの２～３年の変化の状況

そう思う
どちらかと
いえばそう

思う

どちらとも
いえない

どちらかと
いえばそう
思わない

そう思わな
い 無回答 計 D.I.

雇用者計
（Ｎ＝3,214）

仕事をめぐる職場内のトラブルや苦情が増えた 11.3% 13.3% 28.0% 10.9% 34.1% 2.4% 100.0% -20.5
仕事の出来る人とそうでない人との差がめだつよう
になった 15.4% 21.1% 29.3% 9.0% 22.7% 2.4% 100.0% 4.7

お互いに助け合おうという雰囲気が強まった 8.8% 21.6% 40.0% 11.5% 15.4% 2.6% 100.0% 3.4
トップダウンで決まることが多くなった 14.5% 15.6% 41.3% 7.4% 17.6% 3.7% 100.0% 5.2
会社とは運命共同体だという意識が強まった 4.5% 11.2% 39.0% 14.1% 28.3% 2.9% 100.0% -26.8

正規の職員
・従業員

（Ｎ＝1,939）

仕事をめぐる職場内のトラブルや苦情が増えた 11.6% 13.3% 28.0% 11.7% 33.8% 1.7% 100.0% -20.6
仕事の出来る人とそうでない人との差がめだつよう
になった 16.1% 22.4% 29.2% 9.7% 20.9% 1.7% 100.0% 7.9

お互いに助け合おうという雰囲気が強まった 7.9% 21.1% 41.4% 12.6% 15.2% 1.8% 100.0% 1.3
トップダウンで決まることが多くなった 16.0% 17.7% 40.1% 8.3% 15.6% 2.3% 100.0% 9.7
会社とは運命共同体だという意識が強まった 4.7% 12.9% 40.1% 15.6% 24.7% 2.0% 100.0% -22.6

非正規
（Ｎ＝1,256）

仕事をめぐる職場内のトラブルや苦情が増えた 10.8% 13.4% 28.3% 9.8% 35.0% 2.7% 100.0% -20.5
仕事の出来る人とそうでない人との差がめだつよう
になった 14.6% 19.0% 29.7% 8.1% 25.7% 2.9% 100.0% -0.2

お互いに助け合おうという雰囲気が強まった 10.2% 22.6% 38.1% 10.0% 16.0% 3.1% 100.0% 6.8
トップダウンで決まることが多くなった 12.2% 12.5% 43.6% 6.1% 20.7% 5.0% 100.0% -2.1
会社とは運命共同体だという意識が強まった 4.1% 8.5% 37.7% 11.9% 34.2% 3.6% 100.0% -33.5

パート
（Ｎ＝ 658）

仕事をめぐる職場内のトラブルや苦情が増えた 10.0% 13.7% 26.6% 11.4% 36.0% 2.3% 100.0% -23.7
仕事の出来る人とそうでない人との差がめだつよう
になった 12.6% 19.6% 30.1% 8.7% 26.6% 2.4% 100.0% -3.0

お互いに助け合おうという雰囲気が強まった 12.5% 23.7% 38.3% 10.6% 11.9% 3.0% 100.0% 13.7
トップダウンで決まることが多くなった 11.1% 13.5% 42.2% 5.9% 22.0% 5.2% 100.0% -3.3
会社とは運命共同体だという意識が強まった 4.3% 7.9% 39.1% 11.4% 33.9% 3.5% 100.0% -33.1

アルバイト
（Ｎ＝ 209）

仕事をめぐる職場内のトラブルや苦情が増えた 10.0% 13.4% 27.8% 6.7% 38.3% 3.8% 100.0% -21.5
仕事の出来る人とそうでない人との差がめだつよう
になった 13.4% 18.2% 24.9% 8.1% 31.1% 4.3% 100.0% -7.7

お互いに助け合おうという雰囲気が強まった 9.1% 20.6% 39.7% 9.6% 16.7% 4.3% 100.0% 3.3
トップダウンで決まることが多くなった 10.5% 9.1% 48.3% 4.3% 22.0% 5.7% 100.0% -6.7
会社とは運命共同体だという意識が強まった 5.3% 8.6% 39.2% 9.6% 33.0% 4.3% 100.0% -28.7

派遣会社の
派遣社員

（Ｎ＝ 95）

仕事をめぐる職場内のトラブルや苦情が増えた 13.7% 13.7% 37.9% 7.4% 27.4% 0.0% 100.0% -7.4
仕事の出来る人とそうでない人との差がめだつよう
になった 15.8% 24.2% 32.6% 5.3% 22.1% 0.0% 100.0% 12.6

お互いに助け合おうという雰囲気が強まった 5.3% 21.1% 36.8% 6.3% 30.5% 0.0% 100.0% -10.5
トップダウンで決まることが多くなった 12.6% 10.5% 42.1% 10.5% 24.2% 0.0% 100.0% -11.6
会社とは運命共同体だという意識が強まった 1.1% 5.3% 37.9% 12.6% 43.2% 0.0% 100.0% -49.5

契約社員
（Ｎ＝ 144）

仕事をめぐる職場内のトラブルや苦情が増えた 12.5% 14.6% 29.9% 9.7% 29.9% 3.5% 100.0% -12.5
仕事の出来る人とそうでない人との差がめだつよう
になった 22.2% 17.4% 29.9% 8.3% 18.8% 3.5% 100.0% 12.5

お互いに助け合おうという雰囲気が強まった 9.0% 18.8% 37.5% 10.4% 21.5% 2.8% 100.0% -4.2
トップダウンで決まることが多くなった 16.7% 13.2% 45.8% 6.9% 11.8% 5.6% 100.0% 11.1
会社とは運命共同体だという意識が強まった 4.9% 10.4% 32.6% 14.6% 33.3% 4.2% 100.0% -32.6

嘱託
（Ｎ＝ 71）

仕事をめぐる職場内のトラブルや苦情が増えた 12.7% 11.3% 22.5% 8.5% 40.8% 4.2% 100.0% -25.4
仕事の出来る人とそうでない人との差がめだつよう
になった 15.5% 14.1% 36.6% 2.8% 26.8% 4.2% 100.0% 0.0

お互いに助け合おうという雰囲気が強まった 2.8% 23.9% 40.8% 8.5% 19.7% 4.2% 100.0% -1.4
トップダウンで決まることが多くなった 22.5% 8.5% 38.0% 4.2% 22.5% 4.2% 100.0% 4.2
会社とは運命共同体だという意識が強まった 0.0% 14.1% 33.8% 14.1% 33.8% 4.2% 100.0% -33.8
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に
な
っ
て
い
る
。
非
正
規
で
は
「
短
時
間
労

働
制
」（
二
八
・
四
％
）
の
割
合
が
最
も
高
く
、

次
い
で
「
通
常
の
勤
務
時
間
制
度
」（
四
五
・

二
％
）、「
交
代
制
」（
一
三
・
八
％
）
な
ど
の

順
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
賃
金
等
の
状
況

　

ア　

給
与
制
度
―
月
給
制
が
５
５
％

　

雇
用
者
の
給
与
形
態
は
、「
月
給
制
」
が
五

四
・
八
％
、「
時
間
給
制
」
が
二
九
・
一
％
、「
日

給
制
」
が
五
・
七
％
、「
年
棒
制
」
が
三
・
〇
％

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
給
与
の
平
均
の
水
準

に
つ
い
て
は
、「
時
間
給
」
で
は
九
六
三
円
、

「
日
給
」
で
は
九
二
一
六
円
、「
月
給
」
で
は

二
八
万
七
五
二
七
円
、「
年
俸
」
で
は
六
七
三

万
三
〇
〇
〇
円
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
過

去
一
年
間
の
賞
与
は
平
均
で
五
三
・
二
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

給
与
形
態
を
雇
用
形
態
別
、
性
別
で
み
る

と
、「
正
規
の
職
員
・
従
業
員
」
で
は
月
給
制

が
八
一
・
四
％
と
最
も
多
く
、
非
正
規
で
は

時
給
制
が
「
パ
ー
ト
」（
九
〇
・
一
％
）、「
ア

ル
バ
イ
ト
」（
七
一
・
三
％
）、「
派
遣
社
員
」（
七

六
・
八
％
）、「
契
約
社
員
」（
四
〇
・
三
％
）

で
最
も
多
い
。「
派
遣
社
員
」
の
場
合
、
男

性
は
「
時
給
制
」
が
五
〇
・
〇
％
、「
月
給
制
」

が
三
六
・
七
％
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
が
、

女
性
は
「
時
給
制
」
が
八
九
・
二
％
と
最
も

多
く
な
っ
て
い
る
。「
契
約
社
員
」で
は
、「
時

給
制
」
と
「
月
給
制
」
が
同
程
度
と
な
っ
て

い
る
。

　

イ　

定
期
昇
給
・
業
績
評
価
制
度
―
定
昇

あ
り
は
３
割

　

雇
用
者
の
定
期
昇
給
に
つ
い
て
は
、三
三
・

六
％
が
「
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
正

規
・
非
正
規
別
に
み
る
と
、「
あ
る
」
と
し
て

い
る
の
は
正
規
の
場
合
は
四
七
・
四
％
、
非

正
規
の
場
合
は
一
二
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

正
規
に
つ
い
て
さ
ら
に
企
業
規
模
別
に
み

る
と
、九
九
人
以
下
で
は
「
な
い
」
が
五
五
・

五
％
で
「
あ
る
」
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
一

〇
〇
人
以
上
で
は
、五
七
・
三
％
が
「
あ
る
」

と
し
て
い
て
、「
な
い
」
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

雇
用
者
の
成
果
や
業
績
を
評
価
す
る
制
度

に
つ
い
て
は
、
三
四
・
二
％
が
「
適
用
さ
れ

て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
正
規
・
非
正
規
別

に
み
る
と
、
正
規
で
は
四
四
・
七
％
が
「
適

用
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
が
、
非
正
規

で
「
適
用
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
の
は

一
八
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
職
場
の
状
況

　

ア　

職
場
の
変
化
―
仕
事
が
で
き
る
人
と

そ
う
で
な
い
人
の
差
が
目
立
つ
よ
う
に

　

雇
用
者
に
対
す
る
「
職
場
に
お
け
る
こ
の

二
～
三
年
の
変
化
」
の
設
問
に
つ
い
て
「
Ｄ
．

Ｉ
．」（｛「
そ
う
思
う
」
＋
「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
そ
う
思
う
」｝
―
｛「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
そ
う
思
わ
な
い
」＋「
そ
う
思
わ
な
い
」｝）

で
み
る
と
、「
仕
事
を
め
ぐ
る
職
場
内
の
ト
ラ

ブ
ル
や
苦
情
が
増
え
た
」
と
「
会
社
と
は
運

命
共
同
体
だ
と
い
う
意
識
が
強
ま
っ
た
」
に

つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
Ｄ
．
Ｉ
．
が
マ
イ
ナ
ス

二
〇
・
五
と
マ
イ
ナ
ス
二
六
・
八
と
な
っ
て

い
て
、『
そ
う
思
わ
な
い
』
者
の
割
合
が
高
い
。

「
仕
事
の
出
来
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
と
の

差
が
め
だ
つ
よ
う
に
な
っ
た
」、「
お
互
い
に

助
け
合
お
う
と
い
う
雰
囲
気
が
強
ま
っ
た
」、

「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
決
ま
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
」
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
Ｄ
．
Ｉ
．

が
四
・
七
、
三
・
四
、
五
・
二
と
な
っ
て
い

て
、『
そ
う
思
う
』
者
と
『
そ
う
思
わ
な
い
』

者
の
割
合
が
近
い
値
と
な
っ
て
い
る
（
第
２

表
）。

　

イ　

公
的
制
度
の
加
入
状
況
―
非
正
規
の

１
３
・
８
％
が
い
ず
れ
の
公
的
社
会
保

障
に
加
入
せ
ず

　

雇
用
者
に
つ
い
て
公
的
制
度
へ
の
加
入
状

況
を
聞
い
た
と
こ
ろ
（
複
数
回
答
）、「
雇
用

保
険
」
は
五
八
・
一
％
、「
国
民
年
金
」
は
一

七
・
〇
％
、「
厚
生
年
金
」
は
五
九
・
八
％
、「
国

民
健
康
保
険
」
は
二
一
・
一
％
、「
協
会
け
ん

ぽ
」
は
九
・
八
％
、「
組
合
健
康
保
険
」
は
二

三
・
五
％
、「
船
員
保
険
」
は
〇
・
二
％
、「
共

済
組
合
」
は
一
一
・
二
％
、「
い
ず
れ
も
加
入

し
て
い
な
い
」
は
五
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
正
規
・
非
正
規
別
に
み
る
と
、
正

規
で
は
「
雇
用
保
険
」
は
六
六
・
三
％
、「
国

民
年
金
」
は
一
一
・
〇
％
、「
厚
生
年
金
」
は

七
四
・
九
％
、「
国
民
健
康
保
険
」
は
一
七
・

〇
％
、「
協
会
け
ん
ぽ
」
は
一
一
・
二
％
、「
組

合
健
康
保
険
」は
二
八
・
九
％
、「
船
員
保
険
」

は
〇
・
二
％
、「
共
済
組
合
」
は
一
六
・
一
％
、

第３表　公的制度への加入状況（複数回答）

 
雇用者の雇用形態 正規・非正規別

雇用者計 正規の職員
・従業員 パート アルバイト 派遣社員 契約社員 嘱託 その他の雇

用者 無回答 正規 非正規

公
的
制
度
へ
の
加
入
状
況

雇用保険 58.1% 66.3% 44.2% 19.6% 65.3% 64.6% 64.8% 50.6% 36.8% 66.3% 45.6%
国民年金 17.0% 11.0% 26.7% 36.8% 23.2% 14.6% 15.5% 27.8% 21.1% 11.0% 26.2%
厚生年金 59.8% 74.9% 28.1% 16.7% 60.0% 69.4% 69.0% 45.6% 31.6% 74.9% 36.8%
国民健康保険 21.1% 17.0% 26.6% 38.3% 35.8% 17.4% 18.3% 26.6% 10.5% 17.0% 27.7%
協会けんぽ 9.8% 11.2% 5.2% 4.3% 10.5% 13.2% 14.1% 19.0% - 11.2% 7.7%
組合健康保険 23.5% 28.9% 10.6% 9.1% 27.4% 28.5% 33.8% 12.7% 31.6% 28.9% 15.1%
船員保険 0.2% 0.2% 0.2% - - - - - - 0.2% 0.1%
共済組合 11.2% 16.1% 3.2% 2.9% 1.1% 4.2% 8.5% 7.6% 5.3% 16.1% 3.7%
いずれも加入して
いない 5.8% 0.7% 16.0% 20.6% 9.5% 4.2% 7.0% 6.3% 5.3% 0.7% 13.8%

無回答 2.4% 1.8% 2.6% 4.3% - 3.5% - 1.3% 47.4% 1.8% 2.5%
合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
（Ｎ） （3,214） （1,939） （658） （209） （95） （144） （71） （79） （19） （1,939） （1,256）
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「
い
ず
れ
も
加
入
し
て
い
な
い
」は
〇
・
七
％
、

非
正
規
で
は
「
雇
用
保
険
」
は
四
五
・
六
％
、

「
国
民
年
金
」は
二
六
・
二
％
、「
厚
生
年
金
」

は
三
六
・
八
％
、「
国
民
健
康
保
険
」
は
二
七
・

七
％
、「
協
会
け
ん
ぽ
」
は
七
・
七
％
、「
組
合

健
康
保
険
」
は
一
五
・
一
％
、「
船
員
保
険
」

は
〇
・
一
％
、「
共
済
組
合
」
は
三
・
七
％
、「
い

ず
れ
も
加
入
し
て
い
な
い
」
は
一
三
・
八
％

と
な
っ
て
い
る
（
第
３
表
）。

　

ウ　

労
働
組
合
の
状
況
―
非
正
規
の
加
入

希
望
理
由
の
ト
ッ
プ
は「
雇
用
の
安
定
」

　

雇
用
者
に
つ
い
て
労
働
組
合
に
関
す
る
状

況
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
勤
務
先
で
の
労
働
組

合
の
有
無
に
つ
い
て
は
、「
あ
る
」
が
三
四
・

七
％
、「
な
い
」
が
四
六
・
八
％
、「
わ
か
ら
な

い
」
が
一
八
・
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
組
合

が
あ
る
場
合
の
加
入
資
格
の
有
無
に
つ
い
て

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
あ
る
」が
六
五
・
六
％
、「
な

い
」
が
二
七
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

雇
用
者
に
加
入
状
況
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
自
分
の
会
社
の
労
働
組
合
に
入
っ
て
い
る
」

が
二
一
・
四
％
、「
自
分
の
会
社
以
外
の
労
働

組
合
に
入
っ
て
い
る
」
が
〇
・
六
％
、「
入
っ

て
い
な
い
」
が
七
五
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。

労
働
組
合
に
入
っ
て
い
な
い
者
に
、
労
働
組

合
に
入
り
た
い
と
思
う
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
思
う
」
は
一
九
・
九
％
、「
思
わ
な
い
」
は

七
九
・
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
入
り
た
い
と
思
う
」
と
し
た
者
に
そ
の

理
由
（
複
数
回
答
）
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
賃

金
が
維
持
・
改
善
さ
れ
る
か
ら
」
五
九
・
六
％
、

「
雇
用
が
安
定
す
る
か
ら
」五
一
・
三
％
、「
休

日
・
休
暇
が
と
り
や
す
く
な
る
か
ら
」
三
七
・

七
％
、「
自
分
の
意
思
や
要
求
を
会
社
に
伝
え

ら
れ
る
か
ら
」
三
六
・
九
％
、「
会
社
で
ト
ラ

ブ
ル
が
起
こ
っ
た
時
に
相
談
に
乗
っ
て
も
ら

え
る
か
ら
」
二
八
・
八
％
な
ど
の
順
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
を
正
規
・
非
正
規
別
に
み
る
と
、
正

規
で
は「
賃
金
が
維
持
・
改
善
さ
れ
る
か
ら
」

六
二
・
三
％
、「
休
日
・
休
暇
が
と
り
や
す
く

な
る
か
ら
」
四
六
・
一
％
、「
雇
用
が
安
定
す

る
か
ら
」
四
三
・
一
％
、「
自
分
の
意
思
や
要

求
を
会
社
に
伝
え
ら
れ
る
か
ら
」四
〇
・
一
％
、

「
会
社
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
時
に
相
談

に
乗
っ
て
も
ら
え
る
か
ら
」
三
〇
・
六
％
な

ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
非
正
規
で
は
「
雇

用
が
安
定
す
る
か
ら
」
六
五
・
二
％
で
最
も

多
く
、「
賃
金
が
維
持
・
改
善
さ
れ
る
か
ら
」

五
六
・
〇
％
、「
自
分
の
意
思
や
要
求
を
会
社

に
伝
え
ら
れ
る
か
ら
」
三
一
・
五
％
、「
会
社

で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
時
に
相
談
に
乗
っ

て
も
ら
え
る
か
ら
」
二
五
・
五
％
、「
休
日
・

休
暇
が
と
り
や
す
く
な
る
か
ら
」二
三
・
九
％

な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
（
第
４
表
）。

　
「
入
り
た
い
と
思
わ
な
い
」
と
し
た
者
に

そ
の
理
由
（
複
数
回
答
）
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
加
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
見
い
出
せ
な
い
か

ら
」
三
九
・
三
％
、「
な
ん
と
な
く
」
二
三
・

七
％
、「
適
当
な
労
働
組
合
が
な
い
か
ら
」
一

八
・
一
％
、「
組
合
活
動
に
参
加
す
る
時
間
が

な
い
か
ら
」
一
七
・
〇
％
な
ど
の
順
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
を
正
規
・
非
正
規
別
に
み
る
と
、
正

規
で
は
「
加
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
見
い
出
せ

な
い
か
ら
」
四
〇
・
八
％
、「
な
ん
と
な
く
」

二
〇
・
二
％
、「
適
当
な
労
働
組
合
が
な
い
か

ら
」
二
〇
・
〇
％
、「
組
合
活
動
に
参
加
す
る

時
間
が
な
い
か
ら
」
一
九
・
〇
％
な
ど
の
順

と
な
っ
て
い
て
、
非
正
規
で
は
「
加
入
す
る

メ
リ
ッ
ト
が
見
い
出
せ
な
い
か
ら
」
三
七
・

八
％
、「
な
ん
と
な
く
」
二
七
・
五
％
、「
適
当

な
労
働
組
合
が
な
い
か
ら
」一
六
・
〇
％
、「
組

合
活
動
に
参
加
す
る
時
間
が
な
い
か
ら
」
一

四
・
七
％
、「
組
合
費
を
負
担
す
る
の
が
嫌
だ

か
ら
」
一
一
・
五
％
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い

第４表　労働組合に入りたいと思う理由（複数回答）

 
雇用者の雇用形態 正規・非正規別

雇用者計 正規の職員・
従業員 パート アルバイト 派遣社員 契約社員 嘱託 その他の

雇用者 無回答 正規 非正規

労
働
組
合
に
入
り
た
い
と
思
う
理
由

雇用が安定するから 51.3% 43.1% 57.7% 74.2% 80.0% 66.7% 66.7% 61.5% - 43.1% 65.2%
賃金が維持・改善されるから 59.6% 62.3% 60.3% 54.8% 60.0% 39.4% 66.7% 61.5% - 62.3% 56.0%
休日・休暇がとりやすくなるから 37.7% 46.1% 21.8% 25.8% 35.0% 24.2% 11.1% 23.1% 50.0% 46.1% 23.9%
仕事の負荷が減るから 11.6% 14.1% 7.7% 9.7% - 12.1% - - 50.0% 14.1% 7.1%
自分の意思や要求を会社に伝えられ
るから 36.9% 40.1% 37.2% 29.0% 5.0% 33.3% 44.4% 30.8% 50.0% 40.1% 31.5%

会社でトラブルが起こった時に相談
に乗ってもらえるから 28.8% 30.6% 23.1% 25.8% 20.0% 27.3% 22.2% 46.2% 50.0% 30.6% 25.5%

会社や職場に関する情報を得られる
から 18.0% 21.5% 11.5% 9.7% - 18.2% 11.1% 30.8% - 21.5% 12.5%

労働者同士で交流、連帯できるから 17.6% 18.5% 7.7% 19.4% 15.0% 24.2% 44.4% 23.1% - 18.5% 16.3%
その他 0.6% 1.0% - - - - - - - 1.0% -
無回答 0.2% - - 3.2% - - - - - - 0.5%
合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
（Ｎ） （483） （297） （78） （31） （20） （33） （9） （13） （2） （297） （184）

第５表　労働組合に入りたいと思わない理由（複数回答）

 
雇用者の雇用形態 正規・非正規別

雇用者計 正規の職員・
従業員 パート アルバイト 派遣社員 契約社員 嘱託 その他の

雇用者 無回答 正規 非正規

労
働
組
合
に
入
り
た
い
と
思
わ
な
い
理
由

組合費を負担するのが嫌だから 11.3% 11.1% 9.4% 16.7% 12.3% 18.2% 7.7% 7.1% 16.7% 11.1% 11.5%
組合活動に参加する時間がないから 17.0% 19.0% 17.1% 9.9% 23.1% 13.6% 1.9% 10.7% 33.3% 19.0% 14.7%
加入するメリットが見い出せないか
ら 39.3% 40.8% 36.6% 34.6% 55.4% 38.6% 36.5% 37.5% 33.3% 40.8% 37.8%

経営者に嫌がられるから 3.2% 3.7% 3.0% 1.2% 4.6% 2.3% 1.9% 3.6% - 3.7% 2.7%
職場の人間関係がうまくいかなくな
るから 3.1% 3.8% 3.1% 0.6% 4.6% 2.3% - 1.8% - 3.8% 2.5%

適当な労働組合がないから 18.1% 20.0% 17.7% 14.8% 13.8% 17.0% 9.6% 10.7% 16.7% 20.0% 16.0%
なんとなく 23.7% 20.2% 28.1% 30.9% 24.6% 20.5% 26.9% 26.8% 16.7% 20.2% 27.5%
その他 11.9% 13.0% 9.1% 12.3% 4.6% 15.9% 15.4% 17.9% - 13.0% 10.8%
無回答 1.1% 1.1% 1.4% - - - 3.8% - 33.3% 1.1% 1.0%
合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
（Ｎ） (1,916) (979) (508) (162) (65) (88) (52) (56) (6) (979) (931)
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る
（
第
５
表
）。

　

エ　

労
使
の
協
議
の
仕
組
み
―
な
し
が
４

５
％

　

雇
用
者
に
「
労
働
組
合
以
外
で
労
働
条
件

等
に
つ
い
て
労
使
が
協
議
す
る
仕
組
み
や
機

会
の
有
無
」
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
あ
る
」（
一

七
・
一
％
）、「
な
い
」（
四
四
・
九
％
）、「
わ
か

ら
な
い
」（
三
六
・
四
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
正
規
・
非
正
規
別
に
み
る
と
、
正
規

で
は「
あ
る
」（
二
三
・
二
％
）、「
な
い
」（
四
八
・

八
％
）、「
わ
か
ら
な
い
」（
二
六
・
九
％
）、
非

正
規
で
は
「
あ
る
」（
七
・
九
％
）、「
な
い
」（
三

九
・
三
％
）、「
わ
か
ら
な
い
」（
五
一
・
二
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
「
あ
る
」
と
し
た
者
に
そ
の
仕
組
み
や
機

会
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
労
使
の
協
議

機
関
を
設
け
て
い
る
」（
五
一
・
一
％
）、「
必

要
に
応
じ
て
労
働
者
個
人
・
労
働
者
代
表
が

個
別
に
会
社
と
協
議
を
行
う
」（
二
八
・
八
％
）、

「
職
場
に
お
け
る
懇
談
会
等
で
労
使
間
の
協

議
を
行
っ
て
い
る
」（
一
七
・
三
％
）
と
な
っ

て
い
る
。

　

オ　

仕
事
に
関
す
る
相
談
―
業
務
遂
行
上

の
問
題
が
最
多

　

雇
用
者
に
対
し
て
「
過
去
一
年
間
に
仕
事

に
関
連
す
る
問
題
で
相
談
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
か
」
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
あ
っ
た
」
は
三

四
・
五
％
、「
な
か
っ
た
」
は
四
九
・
七
％
、「
問

題
は
生
じ
な
か
っ
た
」は
一
五
・
二
％
と
な
っ

て
い
る
。「
あ
っ
た
」
場
合
に
相
談
し
た
内

容
（
複
数
回
答
）
は
、「
仕
事
の
進
め
方
、
割

り
当
て
等
の
業
務
遂
行
上
の
問
題
」（
七
一
・

三
％
）、「
職
場
内
の
人
間
関
係
に
関
す
る
問

題
」（
五
五
・
四
％
）、「
残
業
時
間
、
休
日
、

休
暇
等
に
関
す
る
問
題
」（
三
四
・
一
％
）、「
賃

金
や
賞
与
に
関
す
る
問
題
」（
二
六
・
九
％
）、

「
人
事
評
価
、査
定
に
関
す
る
問
題
」（
二
二
・

三
％
）
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
相
談
内
容
で
最
も
重
視
し
た
問
題
」
に

つ
い
て
は
、「
仕
事
の
進
め
方
、
割
り
当
て
等

の
業
務
遂
行
上
の
問
題
」（
四
〇
・
三
％
）、「
職

場
内
の
人
間
関
係
に
関
す
る
問
題
」（
二
三
・

八
％
）、「
賃
金
や
賞
与
に
関
す
る
問
題
」（
九
・

六
％
）、「
残
業
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関

す
る
問
題
」（
八
・
六
％
）、「
人
事
評
価
、
査

定
に
関
す
る
問
題
」（
五
・
四
％
）、「
転
勤
、

配
転
、
出
向
な
ど
に
関
す
る
問
題
」（
四
・

九
％
）
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

最
も
重
視
し
た
問
題
に
つ
い
て
相
談
し
た

相
手
（
複
数
回
答
）
に
つ
い
て
は
、「
職
場
の

上
司
」（
五
四
・
一
％
）、「
職
場
の
同
僚
・
先

輩
」（
五
一
・
六
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

カ　

同
様
の
仕
事
を
し
て
い
る
他
の
雇
用

形
態
の
者
―
正
規
の
約
６
割
が
い
る
と

回
答

　

雇
用
者
に
対
し
て
「
自
分
と
同
じ
よ
う
な

仕
事
を
し
て
い
る
他
の
働
き
方
の
人
が
い
ま

す
か
」と
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
い
る
」は
六
一
・

七
％
、「
い
な
い
」
は
二
八
・
八
％
、「
わ
か
ら

な
い
」
は
八
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

を
正
規
・
非
正
規
別
に
み
る
と
、
正
規
で
は

「
い
る
」（
五
八
・
二
％
）、「
い
な
い
」（
三
四
・

二
％
）、「
わ
か
ら
な
い
」（
七
・
三
％
）、
非
正

規
で
は
「
い
る
」（
六
七
・
八
％
）、「
い
な
い
」

（
二
〇
・
五
％
）、「
わ
か
ら
な
い
」（
一
一
・

二
％
）
と
な
っ
て
い
る
（
第
６
表
）。

（
４
）
雇
用
契
約
等
の
状
況

　

ア　

雇
用
契
約
の
状
況
―
非
正
規
で
は
無

期
が
４
割
弱

　

雇
用
者
に
つ
い
て
雇
用
契
約
の
期
間
を
定

め
て
雇
わ
れ
て
い
る
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
期
間
を
定
め
て
い
な
い
雇
用
契
約
で
あ
る
」

が
七
一
・
九
％
、「
期
間
を
定
め
た
雇
用
契
約

で
あ
る
」
が
二
一
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
正
規
・
非
正
規
別
に
み
る
と
、
正

規
は
、「
期
間
を
定
め
て
い
な
い
雇
用
契
約
で

あ
る
」
が
九
三
・
七
％
、「
期
間
を
定
め
た
雇

用
契
約
で
あ
る
」
が
二
・
六
％
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
非
正
規
で
は
「
期
間
を
定
め
て
い

な
い
雇
用
契
約
で
あ
る
」
は
三
八
・
九
％
で
、

「
期
間
を
定
め
た
雇
用
契
約
で
あ
る
」
は
五

〇
・
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
期
間
を
定
め
た
雇
用
契
約
で
あ
る
」
と

回
答
し
た
者
に
現
在
の
雇
用
契
約
期
間
と
こ

れ
ま
で
の
契
約
更
新
回
数
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

契
約
期
間
は
「
一
年
以
上
」
五
四
・
〇
％
、「
四

か
月
～
六
カ
月
」
二
五
・
四
％
の
な
ど
の
順

と
な
っ
て
い
て
、
更
新
回
数
は
「
一
〇
回
以

上
」（
二
〇
・
七
％
）、「
〇
回
」（
一
六
％
）、「
六

～
九
回
」（
一
三
・
四
％
）
な
ど
の
順
で
、
平

均
更
新
回
数
は
六
・
〇
回
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
希
望
し
た
場
合
に
更
新
さ
れ
る
可
能

性
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
更
新
さ
れ
る
」
が
四

〇
・
〇
％
、「
更
新
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
」

第６表　自分と同じような仕事をしている他の雇用形態の者の状況
自分と同じような仕事をしている他の働き方の形態の人の有無 自分と同じような仕事をしている人の働き方の形態

いる いない わからない 無回答 合計 （N）
正規の
職員・
従業員

パート アルバイト 派遣社員 契約社員 嘱託 その他 無回答 合計 （N）

雇用形態計 61.7% 28.8% 8.9% 0.6% 100.0% （3,214） 19.4% 12.2% 3.8% 5.7% 6.7% 4.4% 1.7% 46.1% 100.0% （1,984）
正規の職員・
従業員 58.2% 34.2% 7.3% 0.3% 100.0% （1,939） - 19.1% 5.6% 9.3% 9.9% 6.8% 2.7% 46.5% 100.0% （1,129）

パート 65.2% 22.9% 11.1% 0.8% 100.0% （658） 41.5% - 2.1% 0.5% 2.3% 1.4% 0.2% 52.0% 100.0% （429）
アルバイト 65.6% 18.2% 15.8% 0.5% 100.0% （209） 55.5% 8.0% - 1.5% 1.5% 0.7% - 32.8% 100.0% （137）
派遣社員 73.7% 15.8% 10.5% - 100.0% （95） 40.0% 5.7% 1.4% - 2.9% 1.4% - 48.6% 100.0% （70）
契約社員 78.5% 11.8% 9.7% - 100.0% （144） 57.5% 1.8% 1.8% 3.5% - 0.9% - 34.5% 100.0% （113）
嘱託 67.6% 26.8% 5.6% - 100.0% （71） 29.2% 10.4% - 2.1% 6.3% - 2.1% 50.0% 100.0% （48）
その他 69.6% 21.5% 8.9% - 100.0% （79） 40.0% 7.3% - - 3.6% 3.6% - 45.5% 100.0% （55）
無回答 15.8% 26.3% 15.8% 42.1% 100.0% （19） 33.3% 33.3% - - 33.3% - - - 100.0% （3）
正規 58.2% 34.2% 7.3% 0.3% 100.0% （1,939） - 19.1% 5.6% 9.3% 9.9% 6.8% 2.7% 46.5% 100.0% （1,129）
非正規 67.8% 20.5% 11.2% 0.5% 100.0% （1,256） 45.0% 3.1% 1.4% 1.1% 2.2% 1.3% 0.2% 45.8% 100.0% （852）
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が
二
七
・
八
％
、「
更
新
さ
れ
る
可
能
性
が
低

い
」
一
・
六
％
、「
更
新
さ
れ
な
い
」
七
・
二
％

と
な
っ
て
い
て
、「
更
新
さ
れ
る
」
と
「
更
新

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
」
を
加
え
る
と
、
三

分
の
二
が
契
約
更
新
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

イ　

役
職
―
正
規
の
４
０
代
で
就
い
て
な

い
が
約
半
数

　

雇
用
者
に
つ
い
て
役
職
の
状
況
を
聞
い
て

み
る
と
、「
つ
い
て
い
な
い
」
が
七
四
・
六
％
、

「
監
督
、
職
長
、
班
長
、
組
長
ク
ラ
ス
」
が

六
・
二
％
、「
係
長
ク
ラ
ス
」
が
六
・
八
％
、「
課

長
ク
ラ
ス
」
が
五
・
九
％
、「
部
長
ク
ラ
ス
」

が
二
・
六
％
、「
そ
の
他
」
が
三
・
二
％
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
を
雇
用
形
態
別
に
み
る
と
、「
正
規
の

職
員
・
従
業
員
」
で
は
「
つ
い
て
い
な
い
」

が
六
一
・
一
％
、「
監
督
、
職
長
、
班
長
、
組

長
ク
ラ
ス
」
が
九
・
〇
％
、「
係
長
ク
ラ
ス
」

が
一
一
・
〇
％
、「
課
長
ク
ラ
ス
」
が
九
・
五
％
、

「
部
長
ク
ラ
ス
」
が
四
・
二
％
、「
そ
の
他
」

が
四
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
正
規
の
職
員
・
従
業
員
」
を
さ
ら
に
年

代
別
に
み
る
と
、「
二
〇
代
」
で
は
「
つ
い
て

い
な
い
」
が
九
三
・
五
％
、「
三
〇
代
」
で
は

「
つ
い
て
い
な
い
」
が
六
六
・
八
％
。「
四

〇
代
」
で
は
「
つ
い
て
い
な
い
」
が
五
〇
・

七
％
、「
監
督
、
職
長
、
班
長
、
組
長
ク
ラ
ス
」

が
八
・
六
％
、「
係
長
ク
ラ
ス
」
が
一
五
・
一
％
、

「
課
長
ク
ラ
ス
」
が
一
六
・
六
％
、「
部
長
ク

ラ
ス
」
が
四
・
三
％
、「
そ
の
他
」
が
四
・
五
％
、

「
五
〇
代
」
で
は
「
つ
い
て
い
な
い
」
が
四

五
・
六
％
、「
監
督
、
職
長
、
班
長
、
組
長
ク

ラ
ス
」
が
一
一
・
一
％
、「
係
長
ク
ラ
ス
」
が

一
二
・
四
％
、「
課
長
ク
ラ
ス
」
が
一
五
・
四
％
、

「
部
長
ク
ラ
ス
」
が
八
・
〇
％
、「
そ
の
他
」

が
六
・
三
％
、「
六
〇
代
」
で
は
「
つ
い
て
い

な
い
」
が
六
一
・
九
％
、「
監
督
、
職
長
、
班

長
、
組
長
ク
ラ
ス
」
が
四
・
一
％
、「
係
長
ク

ラ
ス
」
が
二
・
一
％
、「
課
長
ク
ラ
ス
」
が
六
・

二
％
、「
部
長
ク
ラ
ス
」
が
一
一
・
三
％
、「
そ

の
他
」
が
一
三
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

ウ　

入
職
経
路
―
求
人
広
告
・
情
報
誌
が

最
多

　

雇
用
者
の
入
職
経
路
は
「
求
人
広
告
・
情

報
誌
」（
二
三
・
〇
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い

で「
学
校
の
就
職
指
導
・
紹
介
」（
一
八
・
三
％
）、

「
公
共
職
業
紹
介
所
の
紹
介
」（
一
一
・
三
％
）、

「
仕
事
上
の
知
人
の
紹
介
」（
一
一
・
二
％
）

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

（
５
）
技
能
・
能
力
開
発
等
の
状
況

　

ア　

一
通
り
の
仕
事
が
で
き
る
ま
で
の
期

間
―
正
規
は
１
年
以
上
必
要
が
６
割

　

雇
用
者
に
対
し
て
「
今
の
あ
な
た
の
仕
事

を
未
経
験
の
新
人
が
行
う
と
し
た
ら
ど
れ
く

ら
い
の
期
間
で
一
通
り
仕
事
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
思
う
か
」
を
聞
き
、
そ
の
期
間
を

正
規
・
非
正
規
別
に
み
る
と
、正
規
で
は
「
一

カ
月
未
満
」（
五
・
一
％
）、「
一
カ
月
～
半
年

未
満
」（
一
五
・
八
％
）、「
半
年
～
一
年
未
満
」

（
一
六
・
五
％
）、「
一
年
～
二
年
未
満
」（
一
八
・

九
％
）、「
二
年
～
三
年
未
満
」（
一
三
・
二
％
）、

「
三
年
～
五
年
未
満
」（
一
一
・
二
％
）、「
五

年
～
一
〇
年
未
満
」（
七
・
一
％
）、「
一
〇
年

以
上
」（
五
・
五
％
）、「
わ
か
ら
な
い
」（
六
・

〇
％
）
と
一
年
以
上
必
要
と
考
え
る
者
が
六

割
を
超
え
て
い
る
の
に
対
し
て
。
非
正
規
で

は
「
一
カ
月
未
満
」（
二
五
・
二
％
）、「
一
カ

月
～
半
年
未
満
」（
三
一
・
三
％
）、「
半
年
～

一
年
未
満
」（
一
七
・
二
％
）、「
一
年
～
二
年

未
満
」（
一
〇
・
四
％
）、「
二
年
～
三
年
未
満
」

（
四
・
一
％
）、「
三
年
～
五
年
未
満
」（
三
・

三
％
）、「
五
年
～
一
〇
年
未
満
」（
一
・
四
％
）、

「
一
〇
年
以
上
」（
〇
・
八
％
）、「
わ
か
ら
な

い
」（
五
・
三
％
）
と
な
っ
て
い
て
必
要
な
期

間
は
一
年
未
満
と
考
え
る
者
が
七
割
を
超
え

て
い
る
。

　

イ　

現
在
の
勤
務
先
で
の
能
力
開
発
の
状

況
―
熱
心
と
の
回
答
が
５
割
超

　

雇
用
者
に
対
し
て
、
現
在
の
勤
務
先
で
の

能
力
開
発
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
会
社
は
社
員
の
能
力
開
発
に
熱
心
で
あ
る
」

に
つ
い
て
は
『
当
て
は
ま
る
』（「
当
て
は
ま

る
」
と
「
や
や
当
て
は
ま
る
」
の
合
計
。
以

下
同
じ
）
は
五
三
・
〇
％
で
、『
当
て
は
ま
ら

な
い
』（「
当
て
は
ま
ら
な
い
」
と
「
や
や
当

て
は
ま
ら
な
い
」
の
合
計
。
以
下
同
じ
）
は

四
四
・
六
％
で
あ
り
、「
上
司
や
同
僚
は
仕
事

上
の
指
導
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
積
極
的
に
行
っ

て
く
れ
る
」
に
つ
い
て
は
『
当
て
は
ま
る
』

は
五
五
・
八
％
、『
当
て
は
ま
ら
な
い
』
は
四

二
・
一
％
、「
仕
事
の
幅
や
知
識
・
経
験
を
広

げ
る
機
会
が
多
い
」
に
つ
い
て
は
『
当
て
は

ま
る
』は
四
九
・
〇
％
、『
当
て
は
ま
ら
な
い
』

は
四
八
・
六
％
、「
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ

集
が
整
備
さ
れ
て
い
る
」
に
つ
い
て
は
『
当

て
は
ま
る
』
は
四
八
・
二
％
、『
当
て
は
ま
ら

な
い
』
は
四
九
・
三
％
、「
社
員
か
ら
の
業
務

改
善
の
提
案
や
自
主
的
な
勉
強
会
が
活
発
に

開
か
れ
て
い
る
」
に
つ
い
て
は
『
当
て
は
ま

る
』
は
三
八
・
七
％
、『
当
て
は
ま
ら
な
い
』

は
五
八
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

ウ　

教
育
訓
練
―
過
去
１
年
受
け
な
か
っ

た
が
３
分
の
２

　

雇
用
者
に
対
し
て
、
過
去
一
年
間
の
会
社

の
指
示
に
よ
る
教
育
訓
練
の
受
講
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
受
け
た
」
が
三
六
・
五
％
、「
受
け

な
か
っ
た
」
が
六
二
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
。

受
講
日
数
に
つ
い
て
は
、「
二
日
以
上
一
週
間

未
満
」
が
四
三
・
六
％
で
最
も
多
い
。
雇
用

形
態
別
に
み
る
と
、「
受
け
た
」
と
す
る
者
は

「
正
規
の
職
員
・
従
業
員
」
で
四
五
・
三
％
、

「
契
約
社
員
」
で
三
五
・
七
％
、「
パ
ー
ト
」

で
二
一
・
三
％
、「
ア
ル
バ
イ
ト
」
で
一
七
・

七
％
、「
派
遣
社
員
」
で
一
五
・
八
％
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

　

エ　

自
己
啓
発
―
過
去
１
年
し
な
か
っ
た

が
３
分
の
２

　

過
去
一
年
間
の
自
己
啓
発
の
状
況
を
雇
用

者
に
つ
い
て
み
る
と
、「
し
た
」が
三
六
・
五
％
、

「
し
な
か
っ
た
」
が
六
二
・
九
％
、
自
己
啓

発
に
あ
て
た
時
間
で
は
、「
二
五
～
五
〇
時
間

未
満
」（
二
一
・
七
％
）、「
一
〇
～
二
五
時
間

未
満
」（
一
九
・
四
％
）、「
一
〇
時
間
未
満
」（
一

七
・
六
％
）、「
五
〇
～
一
〇
〇
時
間
未
満
」（
一

五
・
一
％
）
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

自
己
啓
発
し
た
理
由
（
複
数
回
答
）
に
つ

い
て
は
、「
現
在
の
仕
事
に
必
要
な
知
識
・
能

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
」
が
七
四
・
八
％
で

最
も
多
く
、
次
い
で
「
資
格
取
得
の
た
め
」

が
三
三
・
三
％
、「
将
来
つ
き
た
い
仕
事
に
備

え
る
た
め
・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
」
が

二
三
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

オ　

最
終
学
歴
で
の
知
識
・
技
術
の
役
立

ち
度
―
高
校
卒
で
役
立
っ
て
い
な
い
が

６
割

　

就
業
者
に
「
最
後
に
卒
業
し
た
学
校
で

習
っ
た
知
識
や
技
術
は
、
あ
な
た
の
今
の
仕

事
に
、
ど
の
程
度
役
に
立
っ
て
い
ま
す
か
」

と
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
と
て
も
役
に
立
っ
て
い

る
」（
一
〇
・
二
％
）、「
あ
る
程
度
役
に
立
っ

て
い
る
」（
二
六
・
六
％
）、「
あ
ま
り
役
に
立
っ

て
い
な
い
」（
二
九
・
五
％
）、「
ま
っ
た
く
役

に
立
っ
て
い
な
い
」（
二
五
・
七
％
）、「
わ
か

ら
な
い
」（
七
・
二
％
）
と
な
っ
て
い
て
、
役

に
立
っ
て
い
な
い
と
い
う
回
答
の
割
合
の
方

が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

学
歴
別
に
役
立
ち
度
を
み
る
と
、「
役
に

立
っ
て
い
る
」（「
と
て
も
役
に
立
っ
て
い
る
」

と
「
あ
る
程
度
役
に
立
っ
て
い
る
」
の
合
計
。

以
下
同
じ
）
と
す
る
割
合
が
高
い
の
は
「
大

学
院
」（
七
〇
・
〇
％
）、「
高
等
専
門
学
校
」（
五
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六
・
七
％
）、「
専
修
学
校
（
高
校
等
卒
業
後

入
学
）」（
五
五
・
九
％
）、「
専
修
学
校
（
中
学

校
卒
業
後
入
学
）」（
五
〇
・
〇
％
）
な
ど
で

あ
り
、「
役
に
立
っ
て
い
な
い
」（「
ま
っ
た
く

役
に
立
っ
て
い
な
い
」と「
あ
ま
り
役
に
立
っ

て
い
な
い
」
の
合
計
。
以
下
同
じ
）
と
す
る

割
合
が
高
い
の
は
「
高
等
学
校
」（
六
二
・

五
％
）、「
短
期
大
学
」（
五
六
・
八
％
）、「
大

学
」（
五
三
・
三
％
）、「
中
学
校
」（
五
二
・
五
％
）

な
ど
で
あ
る
。

　

カ　

能
力
・
知
識
が
別
な
仕
事
に
役
立
つ

か

　

就
業
者
に
「
あ
な
た
の
能
力
や
知
識
は
別

の
仕
事
で
も
役
立
つ
か
」
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
と
て
も
役
に
立
つ
」
は
八
・
〇
％
、「
あ
る

程
度
役
に
立
つ
」
は
五
〇
・
四
％
、「
あ
ま
り

役
に
立
た
な
い
」
は
一
八
・
八
％
、「
ま
っ
た

く
役
に
立
た
な
い
」
は
四
・
〇
％
、「
わ
か
ら

な
い
」
は
一
八
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

キ　

仕
事
に
役
立
つ
能
力
や
知
識
を
高
め

た
い
か

　

就
業
者
に
「
仕
事
に
役
立
つ
能
力
や
知
識

を
高
め
た
い
か
」
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
そ
う

思
う
」
は
四
三
・
四
％
、「
あ
る
程
度
そ
う
思

う
」
は
四
二
・
五
％
、「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な

い
」
は
一
〇
・
三
％
、「
そ
う
思
わ
な
い
」
は

三
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

（
６
）
定
年
制
・
今
後
の
働
き
方

　

ア　

定
年
等
の
状
況

　

ア
）�

定
年
制
度（
雇
用
者
）―
平
均
６
０
・

６
歳

　

雇
用
者
に
勤
務
先
で
の
定
年
制
度
の
有
無

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
あ
る
」
が
六
四
・
一
％

と
な
っ
て
い
る
。
定
年
年
齢
は
平
均
六
〇
・

六
歳
と
な
っ
て
い
る
。

　

イ
）
就
労
希
望
年
齢
―
６
５
歳
が
最
多

　

就
業
者
に
「
何
歳
ま
で
収
入
が
あ
る
仕
事

を
し
た
い
か
」
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
六
五

歳
」（
二
八
・
一
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で

「
六
〇
歳
」（
一
六
・
九
％
）、「
六
六
～
六
九

歳
」（
一
三
・
六
％
）、「
七
〇
歳
以
上
」（
一
三
・

四
％
）
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
性
別
に

み
て
も
「
六
五
歳
」（
男
性
三
二
・
二
％
、
女

性
二
三
・
二
％
）
が
最
も
多
く
、次
い
で
「
六

〇
歳
」（
男
性
一
四
・
七
％
、女
性
一
九
・
六
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

　

ウ
）
就
労
可
能
年
齢
―
６
０
歳
が
最
多

　

就
業
者
に
「
今
の
会
社
や
事
業
で
何
歳
ま

で
働
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
か
」
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
六
〇
歳
」（
二
三
・
〇
％
）
が
最

も
多
く
、
次
い
で
「
六
五
歳
」（
一
七
・
七
％
）、

「
六
一
～
六
四
歳
」（
八
・
六
％
）、「
六
六
～

六
九
歳
」（
七
・
三
％
）
な
ど
の
順
と
な
っ
て

い
る
。
性
別
に
み
て
も
男
女
と
も「
六
〇
歳
」

と
い
う
回
答
が
最
も
多
い（
男
性
二
五
・
四
％
、

女
性
二
〇
・
二
％
）。

　

イ　

今
後
ど
の
よ
う
に
仕
事
を
し
て
い
き

た
い
か
―
専
門
性
を
生
か
し
た
い

　

雇
用
者
に
「
今
後
ど
の
よ
う
に
仕
事
を
し

て
い
き
た
い
か
」
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
専
門

性
や
技
能
を
生
か
せ
る
よ
う
な
仕
事
を
し
て

い
き
た
い
」（
二
七
・
二
％
）、「
会
社
で
の
地

位
や
仕
事
内
容
に
こ
だ
わ
ら
ず
仕
事
を
し
て

い
き
た
い
」（
二
五
・
二
％
）、「
な
り
ゆ
き
に

任
せ
る
」（
二
〇
・
三
％
）、「
わ
か
ら
な
い
」（
一

一
・
五
％
）、「
会
社
の
管
理
職
と
し
て
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
」（
八
・

三
％
）
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

（
７
）
そ
の
他
の
状
況

　

ア　

副
業
―
し
て
い
る
４
・
４
％

　

雇
用
者
に
つ
い
て
副
業
の
状
況
を
聞
い
た

と
こ
ろ
「
副
業
を
し
て
い
る
」
が
四
・
四
％

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
正
規
・
非
正
規
別

に
み
る
と
、副
業
を
し
て
い
る
の
は「
正
規
」

で
は
二
・
六
％
、
非
正
規
で
は
七
・
一
％
と

な
っ
て
い
る
。
副
業
を
し
て
い
る
者
に
副
業

に
関
す
る
一
カ
月
あ
た
り
の
労
働
時
間
と
収

入
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
労
働
時
間
は

「
一
〇
時
間
未
満
」、「
一
〇
～
一
九
時
間
」

が
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
・
七
％
と
最
も
多
く
、
次

い
で
「
三
〇
～
三
九
時
間
」
が
一
七
・
一
％

で
あ
り
、
平
均
二
七
・
四
時
間
、
収
入
は
平

均
五
万
四
七
三
一
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

主
た
る
仕
事
の
週
実
労
働
時
間
別
に
副
業

を
し
て
い
る
者
の
割
合
を
み
る
と
、「
一
九
時

間
以
下
」で
九
・
〇
％
、「
二
〇
～
三
四
時
間
」

で
六
・
九
％
な
ど
と
な
っ
て
い
て
、
概
ね
実

労
働
時
間
が
短
い
ほ
ど
副
業
者
の
割
合
は
高

く
な
っ
て
い
る
。

　

イ　

転
職
―
あ
り
が
５
６
・
５
％

　

就
業
者
に
過
去
の
転
職
経
験
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、「
あ
る
」
は
五
六
・
五
％
、「
な
い
」
は

四
二
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
雇
用

者
・
非
雇
用
者
別
に
み
る
と
、雇
用
者
で
「
あ

る
」（
五
六
・
七
％
）、「
な
い
」（
四
二
・
八
％
）、

非
雇
用
者
で
も
「
あ
る
」（
五
五
・
七
％
）、「
な

い
」（
四
三
・
四
％
）
と
ほ
ぼ
同
水
準
と
な
っ

て
い
る
。
雇
用
者
を
さ
ら
に
正
規
・
非
正
規

別
に
み
る
と
、
正
規
で
は
「
あ
る
」（
四
七
・

九
％
）、「
な
い
」（
五
一
・
五
％
）、
非
正
規
で

は
「
あ
る
」（
七
〇
・
一
％
）、「
な
い
」（
二
九
・

五
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

転
職
経
験
者
に
転
職
回
数
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
就
業
者
で
は
、「
一
回
」（
二
八
・
〇
％
）、

「
二
回
」（
二
〇
・
七
％
）、「
三
回
」（
二
一
・

六
％
）、「
四
回
」（
一
三
・
一
％
）、「
五
～
九

回
」（
一
四
・
五
％
）、「
一
〇
回
以
上
」（
一
・

八
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
雇
用
者
に

つ
い
て
正
規
・
非
正
規
別
に
み
る
と
、
正
規

で
は「
一
回
」（
三
四
・
四
％
）、「
二
回
」（
二
〇
・

六
％
）、「
三
回
」（
一
九
・
四
％
）、「
四
回
」（
一

二
・
一
％
）、「
五
～
九
回
」（
一
二
・
四
％
）、「
一

〇
回
以
上
」（
〇
・
九
％
）
と
な
っ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
非
正
規
で
は
「
一
回
」（
一
九
・

〇
％
）、「
二
回
」（
一
九
・
六
％
）、「
三
回
」（
二

五
・
四
％
）、「
四
回
」（
一
五
・
〇
％
）、「
五
～

九
回
」（
一
七
・
八
％
）、「
一
〇
回
以
上
」（
二
・

七
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

ウ　

ふ
だ
ん
の
仕
事
で
感
じ
る
疲
れ
、
ス

ト
レ
ス
―
身
体
の
疲
れ
を
感
じ
る
が
７

４
・
４
％

　

就
業
者
に
ふ
だ
ん
の
仕
事
で
感
じ
る
疲
れ
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
身
体
の

疲
れ
」
に
つ
い
て
は
、「
と
て
も
感
じ
る
」
が

二
二
・
九
％
、「
や
や
感
じ
る
」
が
五
一
・
四
％
、

「
あ
ま
り
感
じ
な
い
」が
二
〇
・
八
％
、「
ま
っ

た
く
感
じ
な
い
」
が
三
・
八
％
と
な
っ
て
い

て
、「
感
じ
る
」（「
と
て
も
感
じ
る
」
と
「
や

や
感
じ
る
」
の
合
計
。
以
下
同
じ
）
者
の
割

合
は
七
四
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
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「
仕
事
上
の
不
安
や
悩
み
、
ス
ト
レ
ス
」

に
つ
い
て
は
「
と
て
も
感
じ
る
」
が
二
三
・

二
％
、「
や
や
感
じ
る
」
が
四
五
・
七
％
、「
あ

ま
り
感
じ
な
い
」
が
二
四
・
九
％
、「
ま
っ
た

く
感
じ
な
い
」
が
五
・
一
％
と
な
っ
て
い
て
、

「
感
じ
る
」者
の
割
合
は
六
八
・
九
％
と
な
っ

て
い
る
。

　

エ　

今
の
仕
事
に
つ
い
て
の
満
足
の
状
況

―
不
満
多
い
「
賃
金
、
収
入
」

　

今
の
仕
事
に
つ
い
て
の
満
足
に
関
し
て
、

雇
用
者
の
状
況
を
「
Ｄ
．
Ｉ
．」（｛「
満
足
」

＋
「
や
や
満
足
」｝
―
｛「
不
満
」
＋
「
や
や

不
満
」｝）
で
み
る
と
、
不
満
に
思
っ
て
い
る

者
が
多
い
の
は
「
賃
金
、
収
入
」（
マ
イ
ナ
ス

一
一
・
七
）
の
み
で
、
他
の
項
目
に
つ
い
て

は
、「
職
場
の
人
間
関
係
」（
三
〇
・
六
）、「
仕

事
内
容
」（
二
七
・
九
）、「
雇
用
・
就
業
の
安

定
性
」（
二
三
・
四
）、「
作
業
環
境
」（
二
二
・
二
）

な
ど
で
満
足
に
思
っ
て
い
る
者
が
多
い
。「
今

の
仕
事
全
体
に
つ
い
て
」（
一
八
・
六
）
も
満

足
に
思
っ
て
い
る
者
が
多
い
。

　

正
規
と
非
正
規
を
比
較
し
て
み
る
と
、「
賃

金
、
収
入
」
に
つ
い
て
は
正
規
（
マ
イ
ナ
ス

九
・
〇
）、
非
正
規
（
マ
イ
ナ
ス
一
三
・
九
）

と
い
ず
れ
も
不
満
に
思
っ
て
い
る
者
の
割
合

が
高
い
が
、
非
正
規
の
方
が
よ
り
高
く
な
っ

て
い
る
。

　

オ　

働
い
て
い
る
理
由
―
４
分
の
３
が

「
生
計
を
維
持
す
る
た
め
」

　

就
業
者
の
「
働
い
て
い
る
理
由
」（
複
数
回

答
）
と
し
て
は
、「
生
計
を
維
持
す
る
た
め
」

が
七
四
・
四
％
で
最
も
多
く
、
以
下
「
生
計

費
の
足
し
に
す
る
た
め
」（
三
二
・
四
％
）、「
自

分
自
身
を
成
長
さ
せ
る
た
め
、
技
能
・
経
験

を
高
め
る
た
め
」（
二
九
・
六
％
）、「
社
会
人

と
し
て
の
義
務
、社
会
貢
献
の
た
め
」（
二
八
・

三
％
）、「
仕
事
が
面
白
い
た
め
」（
二
〇
・

〇
％
）、「
規
則
正
し
い
生
活
を
し
た
い
、
健

康
を
保
ち
た
い
た
め
」（
二
〇
・
〇
％
）
な
ど

の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
性
別
に
み
る
と
、
男
性
で
は
「
生

計
を
維
持
す
る
た
め
」（
八
八
・
〇
％
）、「
社

会
人
と
し
て
の
義
務
、
社
会
貢
献
の
た
め
」

（
三
五
・
七
％
）、「
自
分
自
身
を
成
長
さ
せ

る
た
め
、
技
能
・
経
験
を
高
め
る
た
め
」（
二

七
・
七
％
）、「
規
則
正
し
い
生
活
を
し
た
い
、

健
康
を
保
ち
た
い
た
め
」（
一
八
・
七
％
）、「
仕

事
が
面
白
い
た
め
」（
一
八
・
三
％
）、「
生
計

費
の
足
し
に
す
る
た
め
」（
一
七
・
七
％
）
な

ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
女
性
で

は
最
も
多
い
の
は
男
性
と
同
じ
く
「
生
計
を

維
持
す
る
た
め
」（
五
八
・
六
％
）
で
あ
る
が
、

以
下
は
「
生
計
費
の
足
し
に
す
る
た
め
」（
四

九
・
四
％
）、「
自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
る
た
め
、

技
能
・
経
験
を
高
め
る
た
め
」（
三
一
・
九
％
）、

「
仕
事
が
面
白
い
た
め
」（
二
二
・
〇
％
）、「
規

則
正
し
い
生
活
を
し
た
い
、
健
康
を
保
ち
た

い
た
め
」（
二
一
・
五
％
）、「
社
会
人
と
し
て

の
義
務
、社
会
貢
献
の
た
め
」（
一
九
・
八
％
）

な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
さ
ら
に
、
性
別
、
正
規
・
非
正
規

別
に
み
る
と
、
正
規
の
場
合
、
男
女
と
も
ど

の
年
代
で
も
「
生
計
を
維
持
す
る
た
め
」
と

い
う
回
答
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

非
正
規
の
場
合
、
男
性
で
は
、
ど
の
年
代
も

「
生
計
を
維
持
す
る
た
め
」
と
い
う
回
答
が

他
の
理
由
よ
り
多
い
が
、
女
性
で
は
、「
生
計

の
足
し
に
す
る
た
め
」
と
い
う
理
由
が
、
三

〇
代
（
五
九
・
八
％
）、四
〇
代
（
六
八
・
〇
％
）、

五
〇
代
（
七
〇
・
〇
％
）、
六
〇
代
（
六
〇

―
六
五
歳
）（
六
六
・
九
％
）で
最
も
多
く
な
っ

て
い
る
。

　

カ　

仕
事
を
「
生
き
が
い
」
と
思
う
者
―

２
０
代
就
業
者
で
最
も
少
な
い

　
「
生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と
」
に
つ
い
て

調
査
対
象
者
全
員
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
余
暇
、

趣
味
」
と
い
う
回
答
が
五
四
・
七
％
と
最
も

多
く
、次
い
で
「
家
庭
」
が
四
三
・
七
％
、「
仕

事
」
が
二
六
・
五
％
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
結
果
を
、
就
業
者
に
限
定
し
て
集
計

す
る
と
（
第
７
表
）、や
は
り
「
余
暇
、趣
味
」

の
回
答
が
最
も
高
く
五
六
・
一
％
、「
家
庭
」

が
四
三
・
〇
％
と
あ
ま
り
全
体
の
平
均
と
差

が
な
か
っ
た
。
一
方
「
仕
事
」
と
す
る
回
答

は
、
八
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
高
い
三
四
・
六
％
と

な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
今
回
は
「
仕
事
」
に
注
目
し
、
回

答
者
の
属
性
を
集
計
し
て
み
た
。（
当
然
な

が
ら
「
仕
事
」
を
生
き
が
い
と
回
答
し
た
者

は
就
業
者
に
限
ら
れ
て
い
た
）

第７表　性、年齢階級別生きがいを感じていること（複数回答）（就業者）

就業者
年齢

合計 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代
（60-65 歳）

性
計

生きがいを
感じている
こと

仕事 34.6% 23.6% 33.3% 33.6% 38.4% 41.7%
家庭 43.0% 20.3% 50.8% 51.4% 41.0% 38.5%
余暇、趣味 56.1% 73.6% 59.1% 50.2% 50.8% 56.1%
ボランティアや地域活動などの
社会活動 4.3% 1.2% 1.9% 4.6% 4.9% 9.7%

その他 1.8% 2.7% 1.4% 2.1% 1.9% 1.1%
特にない 14.7% 12.7% 12.3% 16.0% 17.0% 13.8%
無回答 0.7% 0.4% 0.9% 0.7% 0.9% 0.6%
合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
（Ｎ） （3,896） （488） （887） （1,020） （964） （537）

男
性

生きがいを
感じている
こと

仕事 35.3% 22.1% 35.0% 33.9% 39.8% 40.7%
家庭 43.6% 15.7% 53.5% 50.3% 42.5% 38.7%
余暇、趣味 58.7% 72.3% 63.6% 54.7% 52.7% 57.3%
ボランティアや地域活動などの
社会活動 4.4% 0.4% 2.6% 4.1% 4.8% 10.6%

その他 1.1% 2.6% 0.6% 1.5% 0.8% 1.0%
特にない 13.2% 14.0% 9.9% 14.5% 14.0% 14.6%
無回答 0.6% 0.4% 0.6% 0.7% 0.8% -
合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
（Ｎ） （2,091） （235） （497） （537） （520） （302）

女
性

生きがいを
感じている
こと

仕事 33.7% 24.9% 31.0% 33.3% 36.7% 43.0%
家庭 42.4% 24.5% 47.4% 52.6% 39.2% 38.3%
余暇、趣味 53.1% 74.7% 53.3% 45.1% 48.6% 54.5%
ボランティアや地域活動などの
社会活動 4.2% 2.0% 1.0% 5.2% 5.0% 8.5%

その他 2.5% 2.8% 2.3% 2.7% 3.2% 1.3%
特にない 16.3% 11.5% 15.4% 17.6% 20.5% 12.8%
無回答 0.9% 0.4% 1.3% 0.6% 1.1% 1.3%
合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
（Ｎ） （1,805） （253） （390） （483） （444） （235）



特集―いま日本人はどのように働いているのか

Business Labor Trend 2011.3

11

　

性
別
に
み
る
と
、「
仕
事
」
が
生
き
が
い
と

回
答
し
た
の
は
、
男
性
で
は
三
五
・
三
％
、

女
性
で
は
三
三
・
七
％
で
あ
り
、
年
代
別
は

二
〇
代
（
二
三
・
六
％
）、
三
〇
代
（
三
三
・

三
％
）、
四
〇
代
（
三
三
・
六
％
）、
五
〇
代

（
三
八
・
四
％
）、六
〇
代（
六
〇
～
六
五
歳
）

（
四
一
・
七
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

就
業
形
態
別
で
は
、「
会
社
の
経
営
者
、
役

員
」（
六
〇
・
五
％
）、「
自
営
業
主
、
自
由
業
」

（
五
三
・
二
％
）、「
内
職
」（
四
〇
・
〇
％
）、「
派

遣
社
員
」（
三
六
・
八
％
）、「
嘱
託
」（
三
六
・

六
％
）、「
正
規
職
員
・
従
業
員
」（
三
三
・
六
％
）、

「
家
族
従
業
者
」（
二
八
・
九
％
）、「
パ
ー
ト
」

（
二
七
・
七
％
）、「
契
約
社
員
」（
二
五
・
七
％
）、

「
ア
ル
バ
イ
ト
」（
二
二
・
〇
％
）
の
順
で
「
仕

事
」
が
生
き
が
い
と
回
答
し
て
い
る
。

　

就
業
者
に
つ
い
て
職
業
別
に
み
る
と
、「
管

理
的
職
業
」（
五
二
・
四
％
）、「
専
門
・
技
術

的
職
業
」（
五
〇
・
三
％
）
な
ど
で
「
仕
事
」

が
生
き
が
い
と
の
回
答
の
割
合
が
高
い
。

　

雇
用
者
に
つ
い
て
役
職
別
に
み
る
と
「
部

長
ク
ラ
ス
」（
四
八
・
二
％
）、「
課
長
ク
ラ
ス
」

（
四
四
・
〇
％
）、「
監
督
、
職
長
、
班
長
、

組
長
ク
ラ
ス
」（
三
九
・
九
％
）、「
係
長
ク
ラ

ス
」（
三
二
・
三
％
）、「
つ
い
て
い
な
い
」（
二

八
・
四
％
）
と
概
ね
役
職
が
高
い
ほ
ど
「
仕

事
」
に
生
き
が
い
を
感
じ
る
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
る
。

　

就
業
者
に
つ
い
て
個
人
の
年
間
収
入
別
に

み
る
と
、
概
ね
収
入
が
多
く
な
る
ほ
ど
「
仕

事
」
が
生
き
が
い
と
回
答
す
る
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
て
、「
一
六
〇
〇
万
円
以
上
」
の
所

得
の
者
で
は
七
九
・
三
％
が
「
仕
事
が
生
き

が
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
週
実
労
働
時
間

別
に
つ
い
て
も
、「
八
〇
時
間
以
上
」が
四
六
・

九
％
、「
六
〇
時
間
～
七
九
時
間
」
が
四
〇
・

二
％
と
な
っ
て
い
て
、
労
働
時
間
が
長
く
な

る
ほ
ど
「
仕
事
」
が
生
き
が
い
と
い
う
回
答

の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

キ　

現
在
の
生
活
に
対
す
る
満
足
の
状
況

―
世
帯
収
入
高
い
ほ
ど
満
足
度
ア
ッ
プ

「
現
在
の
生
活
に
対
す
る
満
足
」
に
つ
い
て

就
業
者
の
状
況
を
み
る
と
、「
満
足
し
て
い

る
」
が
一
七
・
六
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足
し
て
い
る
」
が
三
七
・
三
％
、「
ど
ち
ら

と
も
い
え
な
い
」
が
二
四
・
〇
％
、「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
不
満
で
あ
る
」
が
一
二
・
一
％
、

「
不
満
で
あ
る
」
が
八
・
二
％
と
な
っ
て
い

て
、「
満
足
Ｄ
．
Ｉ
．」（「
満
足
し
て
い
る
」
＋

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
し
て
い
る
」
―

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満
で
あ
る
」―「
不

満
で
あ
る
」
の
％
ポ
イ
ン
ト
）
は
三
四
・
六

と
な
っ
て
い
る
。
世
帯
収
入
と
「
満
足
Ｄ
．

Ｉ
．」
の
関
係
を
み
る
と
、
概
ね
世
帯
収
入

が
高
く
な
る
ほ
ど
「
満
足
Ｄ
．
Ｉ
．」
も
大

き
く
な
っ
て
い
る
。

３　

無
業
者
の
状
況

（
１
）
過
去
の
就
業
経
験
―
あ
り
が
９
５
％

　

現
在
収
入
を
伴
う
仕
事
を
し
て
い
な
い
人

（
在
学
中
の
者
を
除
く
。
以
下
同
じ
）
を
対

象
に
、
過
去
の
就
業
経
験
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
あ
り
」
が
九
五
・
七
％
、「
な
し
」
が
四
・

三
％
と
な
っ
て
い
る
。
経
験
が
あ
る
場
合
の

最
後
に
仕
事
を
辞
め
た
年
齢
は
「
二
〇
歳

代
」（
二
八
・
八
％
）、「
五
〇
歳
代
」（
二
〇
・

七
％
）、「
三
〇
歳
代
」（
一
九
・
六
％
）
な
ど

の
順
と
な
っ
て
い
る
。
過
去
の
就
業
経
験
の

状
況
を
性
別
、
現
在
の
年
齢
別
に
み
る
と
、

男
女
と
も
「
あ
る
」
が
九
五
％
以
上
と
「
な

い
」
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
が
、
男
性
で

は
二
〇
代
で
二
〇
・
〇
％
が
「
就
業
経
験
が

な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。

（
２
）
仕
事
を
や
め
た
理
由

　

仕
事
を
や
め
た
理
由
は
、「
結
婚
・
出
産
の

た
め
」（
三
一
・
六
％
）、「
健
康
上
の
理
由
」（
一

六
・
八
％
）、「
定
年
、
雇
用
期
間
の
満
了
」（
一

三
・
七
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を

性
別
、
離
職
時
の
年
齢
別
に
み
る
と
、
女
性

の
二
〇
代
（
三
六
・
四
％
）、三
〇
代
（
七
五
・

四
％
）、
四
〇
代
（
五
六
・
八
％
）
で
は
、「
結

婚
・
出
産
の
た
め
」
の
割
合
が
最
も
高
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
男
性
の
場
合
は
、
四
〇
代

（
四
五
・
〇
％
）、
五
〇
代
（
二
七
・
〇
％
）

で「
人
員
整
理
、倒
産
な
ど
の
会
社
の
都
合
」

の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
健
康

上
の
理
由
」
と
回
答
し
た
者
は
、
男
性
は
三

〇
代
か
ら
五
〇
代
で
三
割
台
、
女
性
で
は
四

〇
代
、
五
〇
代
で
三
割
前
後
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
今
後
の
就
業
の
意
向

　

今
後
の
就
業
の
意
向
に
つ
い
て
は
、「
働
き

た
い
」
が
五
五
・
二
％
、「
働
き
た
く
な
い
」

が
四
四
・
七
％
。
働
き
た
い
理
由
は
「
生
活

費
の
足
し
に
す
る
た
め
」（
六
三
・
五
％
）
と

「
生
計
を
維
持
す
る
た
め
」（
三
八
・
三
％
）

の
割
合
が
高
い
。
働
き
た
く
な
い
理
由
と
し

て
は
「
健
康
上
の
理
由
」
が
三
九
・
五
％
で

最
も
高
い
。

　
「
働
き
た
い
」
と
し
て
い
る
者
の
求
職
の

状
況
に
つ
い
て
は
、「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」

が
四
九
・
四
％
で
、「
探
し
て
い
な
い
」
が
五

〇
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

仕
事
を
探
し
て
い
る
者
の
働
き
た
い
就
業

形
態
（
複
数
回
答
）
は
、「
パ
ー
ト
」
が
五
八
・

〇
％
で
最
も
多
く
、次
い
で
「
正
規
の
職
員
・

従
業
員
」（
四
二
・
三
％
）、「
ア
ル
バ
イ
ト
」（
二

八
・
〇
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
求
職
の

手
段
（
複
数
回
答
）
で
は
、「
求
人
広
告
」（
六

六
・
八
％
）、「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」（
五
三
・
一
％
）、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
」（
二
五
・
七
％
）

な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

働
き
た
く
て
も
仕
事
を
探
し
て
い
な
い
者

の
探
し
て
い
な
い
理
由（
複
数
回
答
）は
、「
家

事
・
育
児
・
介
護
と
両
立
し
な
い
か
ら
」（
五

一
・
三
％
）、「
健
康
上
の
理
由
か
ら
」（
一
四
・

六
％
）、「
勤
務
時
間
・
賃
金
等
が
希
望
に
あ

う
仕
事
が
あ
り
そ
う
に
な
い
か
ら
」（
一
三
・

四
％
）
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

４　

そ
の
他

（
１
）
家
事
・
育
児
等
に
つ
い
て
望
ま
し
い

生
き
方

　
　

―
男
性
は
仕
事
優
先

　

回
答
者
全
員
に
男
性
、
女
性
そ
れ
ぞ
れ
に

対
す
る
「
家
事
・
育
児
等
に
つ
い
て
望
ま
し

い
生
き
方
」
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
男
性
に
対

し
て
は
「
家
事
・
育
児
等
も
す
る
が
あ
く
ま

で
も
仕
事
を
優
先
す
る
」（
五
九
・
三
％
）
と

回
答
し
た
割
合
が
最
も
高
く
、
次
い
で
「
家

事
・
育
児
等
も
仕
事
も
同
じ
く
ら
い
す
る
」

（
二
二
・
〇
％
）、「
わ
か
ら
な
い
」（
八
・
一
％
）、

「
家
事
・
育
児
等
は
し
な
い
で
、
仕
事
に
専

念
す
る
」（
四
・
六
％
）
な
ど
の
順
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
女
性
に
対
し
て
は
「
仕
事
も

す
る
が
、
あ
く
ま
で
も
家
事
・
育
児
等
を
優

先
す
る
」（
五
〇
・
八
％
）
が
最
も
高
く
、
次

い
で
「
家
事
・
育
児
等
も
仕
事
も
同
じ
く
ら

い
す
る
」（
二
三
・
九
％
）、「
仕
事
は
し
な
い
で
、

家
事
・
育
児
等
に
専
念
す
る
」（
九
・
一
％
）、

「
わ
か
ら
な
い
」（
九
・
一
％
）
な
ど
の
順
と

な
っ
て
い
る
。

　

男
性
、
女
性
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
の
回
答

を
回
答
者
の
性
、
就
業
の
有
無
、
配
偶
者
の

有
無
の
属
性
別
に
み
る
と
、
い
ず
れ
の
属
性

で
も
男
性
に
対
し
て
は
「
家
事
・
育
児
等
も

す
る
が
あ
く
ま
で
も
仕
事
を
優
先
す
る
」、

女
性
に
対
し
て
は
「
仕
事
も
す
る
が
、
あ
く

ま
で
も
家
事
・
育
児
等
を
優
先
す
る
」
の
割

合
が
最
も
高
い
の
は
共
通
し
て
い
て
い
る
。

い
ず
れ
に
つ
い
て
も
そ
の
水
準
は
、
男
性
・
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女
性
を
比
較
す
る
と
女
性
で
高
く
、
配
偶
者

の
有
無
で
比
較
す
る
と
「
配
偶
者
有
り
」
で

高
く
な
っ
て
い
て
、「
女
性
・
無
業
者
・
配
偶

者
有
り
」
が
そ
れ
ぞ
れ
七
一
・
二
％
、
六
一
・

七
％
と
最
も
高
く
、「
男
性
・
無
業
者
・
配
偶

者
無
し
」
が
二
八
・
九
％
、
二
八
・
九
％
と

最
も
低
く
な
っ
て
い
る
。

　

男
性
に
対
し
て
の
他
の
項
目
に
関
し
て
は
、

「
家
事
・
育
児
等
も
仕
事
も
同
じ
く
ら
い
す

る
」
に
つ
い
て
は
、「
男
性
・
就
業
者
・
配
偶

者
無
し
」（
三
一
・
九
％
）
が
最
も
高
く
，「
女

性
・
無
業
者
・
配
偶
者
有
り
」（
一
一
・
八
％
）

が
最
も
低
く
な
っ
て
い
る
。「
家
事
・
育
児

等
は
し
な
い
で
、
仕
事
に
専
念
す
る
」
に
つ

い
て
は
、概
ね
男
性
回
答
者
で
高
く「
男
性
・

無
業
者
・
配
偶
者
有
り
」（
九
・
〇
％
）、「
男

性
・
就
業
者
・
配
偶
者
有
り
」（
七
・
九
％
）、

「
男
性
・
無
業
者
・
配
偶
者
無
し
」（
七
・
七
％
）

な
ど
で
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

女
性
に
対
し
て
の
他
の
項
目
に
関
し
て
は
、

「
家
事
・
育
児
等
も
仕
事
も
同
じ
く
ら
い
す

る
」
に
つ
い
て
は
「
女
性
・
就
業
者
・
配
偶

者
有
り
」（
三
四
・
八
％
）
が
最
も
高
く
，「
男

性
・
無
業
者
・
配
偶
者
有
り
」（
一
一
・
〇
％
）

が
最
も
低
く
な
っ
て
い
る
。「
仕
事
は
し
な

い
で
、
家
事
・
育
児
等
に
専
念
す
る
」
に
つ

い
て
は
「
男
性
・
無
業
者
・
配
偶
者
有
り
」

（
一
五
・
二
％
）、「
女
性
・
無
業
者
・
配
偶

者
有
り
」（
一
三
・
九
％
）、「
男
性
・
就
業
者
・

配
偶
者
有
り
」（
一
二
・
三
％
）
な
ど
で
高
く

な
っ
て
い
る
。

　

働
い
て
い
る
女
性
の
場
合
は
、
夫
が
働
い

て
い
て
も
働
い
て
い
な
く
て
も
、男
性
の「
家

事
・
育
児
等
に
つ
い
て
望
ま
し
い
生
き
方
」

に
対
し
て
考
え
方
の
違
い
は
少
な
い
が
、
働

い
て
い
る
男
性
の
場
合
に
は
、
妻
が
働
い
て

い
る
場
合
の
方
が
、
働
い
て
い
な
い
場
合
に

比
べ
、
妻
に
対
し
て
家
事
・
育
児
よ
り
仕
事

を
優
先
す
る
考
え
方
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
世
帯
の
生
計
費
の
主
な
負
担
者

　

回
答
者
全
員
に
世
帯
の
生
計
費
の
主
な
負

担
者
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
就
業
者
で
は
「
自

分
」（
五
一
・
三
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で

「
配
偶
者（
あ
な
た
の
）」（
二
九
・
六
％
）、「
親

（
あ
な
た
の
）」（
一
五
・
四
％
）、
無
業
者
で

は
「
配
偶
者
（
あ
な
た
の
）」（
六
三
・
二
％
）

が
最
も
多
く
、次
い
で「
自
分
」（
一
六
・
六
％
）、

「
親
（
あ
な
た
の
）」（
一
五
・
三
％
）
な
ど

の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
性
別
に
み
る
と
、
男
性
就
業
者
で

は
「
自
分
」（
八
〇
・
六
％
）、「
親
（
あ
な
た

の
）」（
一
三
・
五
％
）、「
配
偶
者
（
あ
な
た

の
）」（
二
・
七
％
）、
男
性
無
業
者
で
は
「
自

分
」（
四
九
・
七
％
）、「
親
（
あ
な
た
の
）」（
三

三
・
七
％
）、「
配
偶
者
（
あ
な
た
の
）」（
九
・

七
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

女
性
就
業
者
で
は
「
配
偶
者
（
あ
な
た
の
）」

（
六
〇
・
七
％
）、「
親
（
あ
な
た
の
）」（
一
七
・

六
％
）、「
自
分
」（
一
七
・
四
％
）、
女
性
無
業

者
で
は
「
配
偶
者
（
あ
な
た
の
）」（
八
〇
・

二
％
）、「
親
（
あ
な
た
の
）」（
九
・
五
％
）、「
自

分
」（
六
・
一
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
社
会
貢
献
活
動
の
状
況

　

―
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
い
る
は
８
・
６
％

回
答
者
全
員
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
社
会
貢

献
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
は
い
」
は
八
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
を
年
齢
別
に
み
る
と
二
〇
代
で
は
三
・

一
％
で
あ
る
が
、
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
割

合
は
上
昇
し
六
〇
代
（
六
〇
―
六
五
歳
）
で

は
一
三
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）


